
生産者の
理念・ビジョン

・飼養管理の

工夫などをご
紹介します。

F
１
牛
の
価
値
向
上
へ

県
を
挙
げ
て
挑
戦

ブ
ラ
ン
ド
向
上
を

け
ん
引

　「
と
ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
」
は
、Ｊ
Ａ
全

農
と
ち
ぎ
が
県
を
代
表
す
る
新
た
な
F

１
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
つ
く
ろ
う
と
立
ち
上

げ
た
。〝
質
と
価
格
〞の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ

た
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
取
り
組
み
だ
。

名
称
は
、
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
い
る

日
光
連
山
の
「
霧
降
高
原
」
か
ら
と
り
、

農
家
、Ｊ
Ａ
、
バ
イ
ヤ
ー
と
一
体
と
な
っ

て
指
定
基
準
な
ど
を
定
め
、
2
0
0
1

年
か
ら
販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

と
ち
ぎ
霧
降
高
原
牛

　
消
費
者
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
、
全
農
と
ち
ぎ
が
指
定
す
る
生
産
農

家
が
飼
料
に
こ
だ
わ
っ
て
清
潔
な
環
境

下
で
飼
養
す
る
体
制
を
と
っ
た
。
自
家

産
を
は
じ
め
と
し
た
地
元
で
取
れ
る
良

質
な
稲
わ
ら
と
、
遺
伝
子
組
み
換
え
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
使
用
し
て
い
な
い
専
用
配

合
飼
料
「
マ
ー
ブ
ル
シ
リ
ー
ズ
」
を
給

与
す
る
こ
と
が
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
栃
木
交
雑
種
販
促
委

員
会
の
手
塚
正
会
長
は
「
安
全
・
安
心

の
飼
料
を
給
餌
し
、Ｊ
Ａ
を
通
し
て
出
荷

し
た
も
の
だ
け
が『
と
ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
』

に
認
定
さ
れ
る
」と
強
調
。
そ
の
う
え
で
、

〝
ブ
ラ
ン
ド
牛
〞の
名
を
冠
す
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
、
お
い
し
い
牛
肉
を
つ
く
る
秘
訣

と
し
て
、「
小
さ
い
頃
か
ら
手
を
か
け
て
、

愛
情
を
た
っ
ぷ
り
注
い
で
育
て
る
こ
と
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、『
と
ち
ぎ
霧
降
高
原

牛
』
の
肉
質
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
、

ま
さ
に
霧
が
降
り
た
よ
う
な
、
ま
ろ
や
か

で
風
味
の
あ
る〝
お
い
し
い
牛
〞を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
話
す
。

♢
　
♢

　
立
ち
上
げ
当
初
、
約
30
戸
の
農
家
が

「
と
ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド

研
究
会
に
参
加
し
た
。
参
加
農
家
は
、

Ｊ
Ａ
東
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
を
通
し

て
自
身
の
肥
育
方
法
や
牛
の
肉
質
の
数

値
を
公
開
し
、
各
農
家
の
経
営
の
参
考

に
し
た
。
こ
れ
ま
で
各
農
家
が
秘
密
に

し
て
い
た
肥
育
方
法
も
公
開
し
、
研
究

会
全
体
で
徹
底
的
に
肉
質
向
上
を
目
指

し
た
。
取
り
組
み
が
奏
功
し
、
10
、
13

年
度
全
国
肉
用
牛
枝
肉
共
励
会
で
最

優
秀
賞
受
賞
、
第
10
〜
20
回
全
農
肉

牛
枝
肉
共
励
会
で
11
年
連
続
最
優
秀
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
る
ま

で
に
な
っ
た
。

　
同
委
員
会
は
農
家
が
売
上
の
０
・

５
％
を
拠
出
し
、
販
売
促
進
費
と
し
て

活
用
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
広

ま
る
ま
で
は
、
農
家
や
そ
の
家
族
が
店

頭
に
立
ち
、
自
分
た
ち
が
生
産
し
た
牛

肉
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
。
手
塚
会
長

は
「
農
家
が
安
心
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
取

り
組
み
が
実
を
結
ん
だ
。
大
手
量
販

店
も
美
味
し
い
肉
だ
と
推
薦
し
て
く

れ
、
消
費
者
か
ら
も
大
き
な
反
響
が

あ
っ
た
」
と
話
す
。

栃
木
県
の
交
雑
牛
（
F
１
）
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
と
ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
」。
指
定

農
家
が
安
全
・
安
心
の
飼
料
と
厳
し
い
飼
養
管
理
基
準
を
も
と
に
生
産
し
、
全
国
の
枝

肉
共
励
会
で
最
優
秀
賞
を
連
続
し
て
獲
得
。
実
需
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

中
で
も
足
利
市
の
株
式
会
社
長
谷
川
農
場
は
約
7
0
0
頭
を
肥
育
す
る
ほ
か
、
地
元

飲
食
店
へ
の
流
通
や
加
工
品
開
発
な
ど
に
も
注
力
し
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
に
貢
献
し

て
い
る
。

栃
木
県
足
利
市

長
谷
川
農
場

〝
霧
が
降
り
た
〞ま
ろ
や
か
さ

 

指
定
農
家
が
協
力

「愛情をたっぷり
注いで育てる」と
話すＪＡグループ
栃木交雑種販
促委員会の手塚
会長

霧が降りたまろやか
さが特長の「とちぎ
霧降高原牛」

　
栃
木
県
足
利
市
の
長
谷
川
農
場
は

ブ
ラ
ン
ド
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
「
と
ち

ぎ
霧
降
高
原
牛
」
を
肥
育
し
、
現
在

は
約
７
０
０
頭
ま
で
規
模
を
拡
大
し
て

い
る
。

　
以
前
は
３
０
０
頭
規
模
で
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
去
勢
の
肥
育
を
し
て
い
た
。
規
模
拡
大

で
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
た
が
、Ｂ
Ｓ

Ｅ（
牛
海
綿
状
脳
症
）
の
発
生
で
経
営
が

急
激
に
悪
化
。
長
谷
川
良
光
社
長
は「
倒

産
も
覚
悟
す
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
」

と
当
時
を
振
り
返
る
。
起
死
回
生
の
一

手
と
し
て
、
和
牛
に
比
べ
て
利
幅
が
少
な

い
も
の
の
、
経
営
コ
ス
ト
が
比
較
的
か
か

ら
な
い
F
１
を
検
討
。
経
営
規
模
も
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
に
比
べ
て
最
適
だ
っ
た
。
当

時
、
県
産
の
Ｆ
１
が
注
目
を
集
め
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、「
と
ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
」

の
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
に
参
加
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

　「
と
ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
」
は
、
近
年
世

界
的
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
牛
の
ゲ
ッ

プ
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
指
定
農

家
全
戸
が
使
う
専
用
配
合
飼
料
の
「
マ
ー

ブ
ル
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
ゲ
ッ
プ
に
含
ま
れ

る
メ
タ
ン
の
発
生
抑
制
に
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
る〝
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
殻
液
〞が
配
合

さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
社
長
は
「
環
境
に

配
慮
し
た
畜
産
経
営
を
実
践
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

　
ま
た
、
地
元
産
の
飼
料
用
米
を
餌
に
配

合
す
る
こ
と
で
、
近
年
求
め
ら
れ
て
い
る

脂
身
の
オ
レ
イ
ン
酸
向
上
に
も
注
力
。
水

田
の
有
効
活
用
に
よ
る
食
料
自
給
率
の
向

上
に
加
え
、
飼
料
原
料
の
地
産
地
消
で
も

環
境
負
荷
の
軽
減
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
長
谷
川
農
場
で
は
水
稲
を
25 

　
栽
培

し
、
自
家
産
の
稲
わ
ら
を
「
と
ち
ぎ
霧

降
高
原
牛
」
の
飼
料
と
し
て
使
用
し
て

い
る
。
ま
た
、
堆
肥
を
有
効
活
用
す
る

た
め
、
農
産
園
芸
部
門
を
強
化
し
た
。

同
部
門
で
は
、
堆
肥
を
多
く
使
用
す
る

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
（
栽
培
面
積
１
・
２
ha
）

と
タ
マ
ネ
ギ
（
同
１
・
３
ha
）
を
栽
培

し
て
い
る
。
水
稲
や
園
芸
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
稲
わ
ら
や
畜
産
部
門
で
つ
く
ら

れ
た
堆
肥
を
効
果
的
に
使
用
し
て
い
る
。

長
谷
川
社
長
は
「
循
環
型
農
業
を
意
識

し
た
わ
け
で
は
な
く
、経
営
の
一
環
と
思
っ

て
や
っ
て
い
た
」
と
話
す
。

　
地
元
で
の
肥
育
牛
の
流
通
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
市
内
外
18
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
自
社
の

Ｆ
１
牛
を
提
供
。
自
社
販
売
だ
か
ら
こ

そ
、
飲
食
店
の
需
要
に
応
じ
て
必
要
な

量
の
肉
を
提
供
で
き
て
い
る
。
お
客
か
ら

は
「
旨
み
の
あ
る
脂
と
赤
身
の
バ
ラ
ン
ス

が
良
く
、
こ
れ
な
ら
量
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
評
価
を
得
て
い
る
。

　
長
谷
川
社
長
は
「
と
ち
ぎ
霧
降
高
原

牛
」
に
つ
い
て
「
味
に
自
信
が
あ
る
の
は

当
然
だ
が
、
定
時
定
量
定
品
質
も
良
さ

の
1
つ
」
と
話
す
。
指
定
農
家
が
同
じ

飼
料
で
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
肥
育
期
間
飼

養
す
る
こ
と
が
定
時
定
量
定
品
質
を
実

現
。
実
際
、「
と
ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
」
の

指
定
農
家
は
枝
肉
重
量（
5
7
7
キ
ロ
）、

４
等
級
以
上
率
（
29
・
6
%
）、
３
等
級

以
上
率
（
77
・
7
%
）
が
全
国
や
県
内

平
均
を
全
て
上
回
っ
て
い
る
。
長
谷
川
農

場
も
４
等
級
以
上
が
30
％
、
３
等
級
以

上
は
90
％
と
良
質
な
肉
質
の
牛
を
肥
育

す
る
こ
と
に
成
功
。
こ
の
成
果
に
長
谷

川
社
長
は
「
研
究
会
に
参
加
し
た
指
定

農
家
た
ち
が
知
識
と
技
術
を
持
ち
寄
り
、

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
た
結
果
だ
」
と
胸

を
張
る
。

　「
と
ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
」
の
出
荷
月
齢

は
約
28
カ
月
齢
。
一
般
的
な
肥
育
期
間

と
比
べ
、
２
カ
月
ほ
ど
長
い
。
近
年
、

黒
毛
和
牛
は
経
営
の
効
率
化
を
目
的
に

肥
育
期
間
を
短
く
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、

肉
質
の
良
好
さ
や
枝
肉
の
重
量
が
豊
富

で
あ
る
こ
と
、
風
味
の
良
さ
か
ら
「
と

ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
」
の
肥
育
期
間
の
長

さ
は
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

♢
　
♢

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
事
業
で
は
自

社
で
肥
育
し
た
Ｆ
１
牛
の
セ
ッ
ト
の
ほ

か
、
加
工
品
と
し
て
ハ
ン
バ
ー
グ
、
東
京

の
薬
膳
中
華
店
シ
ェ
フ
監
修
の
肉
ま
ん

な
ど
を
販
売
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

を
含
む
全
て
の
肉
の
販
売
事
業
の
売
上

げ
は
22
年
度
に
５
０
０
０
万
円
を
超
え

る
見
込
み
で
、
長
谷
川
社
長
は
「
今
後

の
経
営
の
柱
の
1
つ
に
し
た
い
」
と
夢
を

語
る
。
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住所：栃木県足利市羽刈町1319 -1
従事者：8人　飼養頭数：F１約700頭
創業：1956年（2015年に法人化）
農地面積：水稲25ha、アスパラガス１.２ha、タマネギ１.３ha

株式会社長谷川農場

農産園芸部門で栽培しているタマネギ

JA全農とちぎの担当者との打ち合わせの様子

株式会社長谷川農場専務 長谷川大地さん

若手従業員がきびきびと働く長谷川農場

地場産の稲わらを食べる「とちぎ霧降高原牛」

専用配合飼料「マーブルシリーズ」を給餌

栃木県

「
地
元
で
食
べ
て
も
ら
う
に
は

 
良
さ
を
一
番
知
っ
て
い
る

 
生
産
者
の
ア
ピ
ー
ル
が
大
切
」

株式会社長谷川農場代表取締役 長谷川良光さん

　
栃
木
県
足
利
市
の
長
谷
川
農
場
は

ブ
ラ
ン
ド
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
「
と
ち

ぎ
霧
降
高
原
牛
」
を
肥
育
し
、
現
在

は
約
７
０
０
頭
ま
で
規
模
を
拡
大
し
て

い
る
。

　
以
前
は
３
０
０
頭
規
模
で
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
去
勢
の
肥
育
を
し
て
い
た
。
規
模
拡
大

で
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
た
が
、Ｂ
Ｓ

Ｅ（
牛
海
綿
状
脳
症
）
の
発
生
で
経
営
が

急
激
に
悪
化
。
長
谷
川
良
光
社
長
は「
倒

産
も
覚
悟
す
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
」

と
当
時
を
振
り
返
る
。
起
死
回
生
の
一

手
と
し
て
、
和
牛
に
比
べ
て
利
幅
が
少
な

い
も
の
の
、
経
営
コ
ス
ト
が
比
較
的
か
か

ら
な
い
F
１
を
検
討
。
経
営
規
模
も
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
に
比
べ
て
最
適
だ
っ
た
。
当

時
、
県
産
の
Ｆ
１
が
注
目
を
集
め
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、「
と
ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
」

の
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
に
参
加
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

　「
と
ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
」
は
、
近
年
世

界
的
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
牛
の
ゲ
ッ

プ
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
指
定
農

家
全
戸
が
使
う
専
用
配
合
飼
料
の
「
マ
ー

ブ
ル
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
ゲ
ッ
プ
に
含
ま
れ

る
メ
タ
ン
の
発
生
抑
制
に
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
る〝
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
殻
液
〞が
配
合

さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
社
長
は
「
環
境
に

配
慮
し
た
畜
産
経
営
を
実
践
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

　
ま
た
、
地
元
産
の
飼
料
用
米
を
餌
に
配

合
す
る
こ
と
で
、
近
年
求
め
ら
れ
て
い
る

脂
身
の
オ
レ
イ
ン
酸
向
上
に
も
注
力
。
水

田
の
有
効
活
用
に
よ
る
食
料
自
給
率
の
向

上
に
加
え
、
飼
料
原
料
の
地
産
地
消
で
も

環
境
負
荷
の
軽
減
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
長
谷
川
農
場
で
は
水
稲
を
25 

　
栽
培

し
、
自
家
産
の
稲
わ
ら
を
「
と
ち
ぎ
霧

降
高
原
牛
」
の
飼
料
と
し
て
使
用
し
て

い
る
。
ま
た
、
堆
肥
を
有
効
活
用
す
る

た
め
、
農
産
園
芸
部
門
を
強
化
し
た
。

同
部
門
で
は
、
堆
肥
を
多
く
使
用
す
る

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
（
栽
培
面
積
１
・
２
ha
）

と
タ
マ
ネ
ギ
（
同
１
・
３
ha
）
を
栽
培

し
て
い
る
。
水
稲
や
園
芸
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
稲
わ
ら
や
畜
産
部
門
で
つ
く
ら

れ
た
堆
肥
を
効
果
的
に
使
用
し
て
い
る
。

長
谷
川
社
長
は
「
循
環
型
農
業
を
意
識

し
た
わ
け
で
は
な
く
、経
営
の
一
環
と
思
っ

て
や
っ
て
い
た
」
と
話
す
。

　
地
元
で
の
肥
育
牛
の
流
通
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
市
内
外
18
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
自
社
の

Ｆ
１
牛
を
提
供
。
自
社
販
売
だ
か
ら
こ

そ
、
飲
食
店
の
需
要
に
応
じ
て
必
要
な

量
の
肉
を
提
供
で
き
て
い
る
。
お
客
か
ら

は
「
旨
み
の
あ
る
脂
と
赤
身
の
バ
ラ
ン
ス

が
良
く
、
こ
れ
な
ら
量
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
評
価
を
得
て
い
る
。

　
長
谷
川
社
長
は
「
と
ち
ぎ
霧
降
高
原

牛
」
に
つ
い
て
「
味
に
自
信
が
あ
る
の
は

当
然
だ
が
、
定
時
定
量
定
品
質
も
良
さ

の
1
つ
」
と
話
す
。
指
定
農
家
が
同
じ

飼
料
で
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
肥
育
期
間
飼

養
す
る
こ
と
が
定
時
定
量
定
品
質
を
実

現
。
実
際
、「
と
ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
」
の

指
定
農
家
は
枝
肉
重
量（
5
7
7
キ
ロ
）、

４
等
級
以
上
率
（
29
・
6
%
）、
３
等
級

以
上
率
（
77
・
7
%
）
が
全
国
や
県
内

平
均
を
全
て
上
回
っ
て
い
る
。
長
谷
川
農

場
も
４
等
級
以
上
が
30
％
、
３
等
級
以

上
は
90
％
と
良
質
な
肉
質
の
牛
を
肥
育

す
る
こ
と
に
成
功
。
こ
の
成
果
に
長
谷

川
社
長
は
「
研
究
会
に
参
加
し
た
指
定

農
家
た
ち
が
知
識
と
技
術
を
持
ち
寄
り
、

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
た
結
果
だ
」
と
胸

を
張
る
。

　「
と
ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
」
の
出
荷
月
齢

は
約
28
カ
月
齢
。
一
般
的
な
肥
育
期
間

と
比
べ
、
２
カ
月
ほ
ど
長
い
。
近
年
、

黒
毛
和
牛
は
経
営
の
効
率
化
を
目
的
に

肥
育
期
間
を
短
く
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、

肉
質
の
良
好
さ
や
枝
肉
の
重
量
が
豊
富

で
あ
る
こ
と
、
風
味
の
良
さ
か
ら
「
と

ち
ぎ
霧
降
高
原
牛
」
の
肥
育
期
間
の
長

さ
は
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

♢
　
♢

ha

園
芸
、直
販
部
門
強
化
　
　

循
環
型
農
業
を
実
践

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
事
業
で
は
自

社
で
肥
育
し
た
Ｆ
１
牛
の
セ
ッ
ト
の
ほ

か
、
加
工
品
と
し
て
ハ
ン
バ
ー
グ
、
東
京

の
薬
膳
中
華
店
シ
ェ
フ
監
修
の
肉
ま
ん

な
ど
を
販
売
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

を
含
む
全
て
の
肉
の
販
売
事
業
の
売
上

げ
は
22
年
度
に
５
０
０
０
万
円
を
超
え

る
見
込
み
で
、
長
谷
川
社
長
は
「
今
後

の
経
営
の
柱
の
1
つ
に
し
た
い
」
と
夢
を

語
る
。
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